
経営分析がなぜ必要か？それは、皆様が培ってきた事業の「核」を言語化し、補助金申請や事業計画書作成、
さらにはホームページ作成など、企業活動に欠かせない「万能ツール」であるためです。そこで本セミナーでは、自
社の現状を正確に把握し、経営戦略を立てるための「明日からできる経営分析（財務分析を除く）」の活用方法を
お伝えします。ＳＷＯＴ定性分析を中心に、ＡＩでは実現できない深みのある分析を通じて、自社ならではの「強み」
を発見できます。「これを表現したかった！」と言える方法が見つかるはずですので、ぜひご参加ください。

〒

●今後このようなＦＡＸ情報の停止をご希望の方は、恐れ入りますが、□にチェックの上ご返信ください⇒ □ ＦＡＸ送信停止希望

＜お問合せ先＞東京商工会議所板橋支部 鈴木 TEL：03-3964-1711

申込み先 ＦＡＸ：０３－３９６４－３４３４

※ご記入いただいた情報は当該セミナーに関する連絡・記録、東京商工会議所からの各種情報提供のために使用します。

※２名以上で申し込まれる場合は、用紙をコピーして別々にＦＡＸしてください

経営分析セミナー
アナログでもＡＩに負けない！補助金申請にも役立つ王道の経営分析

開催
日時

２０２５年10月17日（金）
１４：００～１６：００ 会場

定員 ５０名（先着順）

講師

申込
方法

内容

中小企業診断士 杉山 建夫 氏
スクラムコンサルティング 代表コンサルタント

【講師略歴】関東日本フード、中央包装機、三菱商事プラスチック等において食品全般、包
装機械及び資材、プラスチック製品などを中心に、新規開拓や営業マネジメントを手掛ける。
その後M＆Aアドバイザリーを経て、経営コンサルタントへ転身。父親が代表であった会社
の破産経験を強みに変え、経営者とスクラムを組み、会社経営や事業承継など難しい課題解
決に挑戦（トライ）する。
【保有資格】中小企業診断士、事業承継士、CFPⓇ認定者、事業再生士、包装管理士

そもそも経営分析とは？〜アナログならではの「人目線」〜
経営のピラミッド〜抽象的から具体的への流れ〜
実践！ＳＷＯＴ分析などで自社の資源を整理する
アナログを優先すべき点と、ＡＩを活用すべき点
経営分析を補助金申請などに活用する方法

参加費無料オンライン開催

必
須

貴社名（屋号） ご参加者氏名

所属・役職

住所

業種

従業員数

ＴＥＬ ＦＡＸ

E-mail （視聴用のID,Passをメールでお送りします）

オンライン開催（自室からご視聴ください）
※当日のログイン情報は開催前にご連絡
致します。（前日に届いていない場合はご連絡ください）
音声は原則ミュート（質問時はミュートを外す）、カメラは原
則オンにしてご視聴くださいますよう、お願いします。

FAX、オンラインどちらでもお申し込み可能です。FAXの場合は以下のフォームに記入の上、送付を
お願いします。オンラインの場合は、右側にある2次元コード、もしくは東京商工会議所のウェブサイト
内（イベント番号204100）からお申し込みください。満席の場合のみ事務局よりご連絡いたします。
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